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「自
由
業
者
」の
週
末―

          

東

朋
治

自
由
業
。
決
ま
っ
た
時
間
と
場
所
に
毎
日
出

勤
す
る
会
社
員
や
毎
日
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開
け
る

自
営
業
で
も
、
税
理
士
等
の
専
門
資
格
を
持
っ

て
活
躍
す
る
士
業
で
も
決
し
て
な
い
。

自
由
業
の
定
義
は
分
か
ら
ぬ
が
、
自
宅
を
事

務
所
と
し
て
い
る
た
め
出
勤
す
る
必
要
も
な
く
、

従
業
員
も
雇
用
し
て
い
な
い
フ
リ
ー
で
活
動
し

て
い
る
者
を
指
す
と
認
識
し
て
い
る
。
何
の
資

格
も
必
要
と
せ
ず
「
私
は
〇
〇
で
す
」
と
自
由

に
名
乗
れ
ば
、
自
由
業
者
の
出
来
上
が
り
で
あ

る
。私

は
、
自
由
業
者
で
あ
る
。
「
ま
ち
づ
く

り
」
を
生
業
に
し
て
い
る
。
都
市
計
画
の
専
門

家
で
も
宅
建
業
者
で
も
な
い
。
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

ス
を
含
め
た
絵
心
な
ど
皆
無
。
ま
ち
づ
く
り
で

も
主
に
商
店
街
活
性
化
を
専
門
と
し
て
お
り
、

何
の
資
格
も
必
要
と
し
な
い
。
た
だ
し
、
依
頼

そ
の
も
の
が
無
け
れ
ば
無
職
と
変
わ
ら
な
い
。

上
司
に
指
図
さ
れ
ず
、
部
下
に
気
を
遣
わ
ず
、

満
員
電
車
に
揺
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。
コ
ロ
ナ

禍
以
降
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
（
か
も
し
れ
な

い
）
リ
モ
ー
ト
を
先
取
り
し
て
い
る
と
言
え
な

く
も
な
い
。

組
織
に
所
属
せ
ず
、
営
業
店
舗
（
事
務
所
含

む
）
を
持
た
な
い
自
由
業
者
（
私
）
に
は
週
末

と
い
う
概
念
が
な
い
。
三
百
六
十
五
日
二
十
四

時
間
常
在
戦
場
と
い
え
る
。
し
か
し
、
仕
事
の

依
頼
が
な
け
れ
ば
三
百
六
十
五
日
す
べ
て
が
週

末
で
あ
り
、
休
日
に
な
っ
て
し
ま
う
。

一
九
九
九
年
か
ら
十
一
年
間
、
神
戸
新
長
田

地
区
の
震
災
復
興
再
開
発
お
よ
び
商
店
街
活
性

化
を
推
進
す
る
二
つ
の
ま
ち
づ
く
り
会
社
に
所

属
し
て
い
た
。
当
時
の
私
は
普
通
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
だ
っ
た
。
上
司
や
役
員
の
ご
理
解
も
あ
り
、

か
な
り
自
由
だ
っ
た
。
土
日
も
イ
ベ
ン
ト
ば
か

り
だ
っ
た
が
、
休
み
の
日
は
し
っ
か
り
と
完
全

な
自
由
が
あ
っ
た
。
オ
ン
と
オ
フ
が
自
然
に
切

り
替
え
ら
れ
て
い
た
。

二
〇
一
〇
年
か
ら
大
阪
府
内
の
シ
ン
ク
タ
ン

ク
に
役
員
と
し
て
転
籍
し
、
二
〇
一
七
年
に
自

由
業
者
と
し
て
完
全
独
立
す
る
と
、
オ
ン
と
オ

フ
の
境
目
が
完
全
に
滅
失
。
そ
し
て
、
平
日
と

休
日
の
境
目
も
無
く
な
っ
た
。

そ
ん
な
不
要
不
急
か
つ
自
由
業
者
の
私
だ
が
、

土日随筆

神
戸
新
長
田
を
離
れ
て
十
一
年
間
、
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
様
々
な
地
域
に
御
縁
を
頂
い
て
き

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
幾
分
訪
問
範
囲
は
狭
ま
っ
て

い
る
も
の
の
、
北
は
福
島
県
（
会
津
若
松
市
）
、

南
は
福
岡
県
（
北
九
州
市
）
ま
で
十
数
地
域
を

月
一
回
以
上
訪
問
し
て
い
る
。

二
十
代
の
頃
か
ら
、
私
に
は
一
つ
の
夢
と
一

つ
の
目
標
が
あ
っ
た
。

一
つ
の
夢
は
、
日
々
日
本
中
を
旅
し
て
、
そ

の
土
地
の
仲
間
と
地
元
の
方
の
行
き
つ
け
の
店

で
名
物
料
理
を
肴
に
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
場
末

の
ス
ナ
ッ
ク
等
で
マ
マ
た
ち
と
色
ん
な
話
を
す

る
こ
と
で
あ
る
。

私
の
趣
味
の
一
つ
が
読
書
で
あ
る
。
ミ
ス
テ

リ
と
旅
ま
た
は
グ
ル
メ
エ
ッ
セ
イ
し
か
読
ま
な

い
が
。

大
学
生
の
頃
、
椎
名
誠
先
生
の
旅
エ
ッ
セ
イ

に
夢
中
に
な
っ
た
。
先
生
は
日
本
中
を
旅
し
な

が
ら
現
地
で
講
演
し
、
先
生
を
慕
う
仲
間
た
ち

と
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
移
動
中
に
小
説
や
エ
ッ

セ
イ
の
原
稿
を
書
い
て
お
ら
れ
る
。
金
と
ヒ
マ

さ
え
あ
れ
ば
、
旅
は
で
き
る
。
た
だ
し
、
毎
日

の
よ
う
に
そ
の
土
地
の
方
々
と
胸
襟
を
開
い
て

酒
を
酌
み
交
わ
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
ち

な
み
に
私
は
金
も
な
く
、
ヒ
マ
も
何
故
か
あ
ま

り
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
夢
が
叶
っ
て
し
ま
っ
た
。

私
も
毎
晩
の
よ
う
に
全
国
津
々
浦
々
の
商
店
街

⑧



（
ま
ち
づ
く
り
）
関
係
者
と
地
元
ご
用
達
の
名

店
で
鯨
飲
し
、
そ
の
土
地
、
そ
の
店
の
名
物
を

鬼
喰
し
て
い
る
。
椎
名
先
生
と
私
の
違
い
。
先

生
は
講
演
、
私
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
会
議
の

進
行
。
先
生
は
移
動
中
に
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
を

執
筆
、
私
は
報
告
書
や
レ
ポ
ー
ト
の
執
筆
で
あ

る
。一

つ
の
目
標
は
飲
食
店
を
経
営
す
る
こ
と
。

そ
れ
も
、
串
カ
ツ
屋
で
あ
る
。
こ
の
目
標
も
コ

ロ
ナ
禍
真
っ
た
だ
中
の
二
〇
二
〇
年
に
か
な
り

異
質
な
ス
タ
イ
ル
だ
が
叶
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
ハ
ナ
シ
は
別
の
機
会
で
。

平
日
と
週
末
の
境
界
が
滅
失
し
て
い
る
生
活

の
中
で
、
明
ら
か
な
違
い
が
一
つ
あ
る
。
休
日

は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
の
電
話
や
メ
ー
ル
が
皆

無
な
の
で
あ
る
。

私
の
活
動
先
は
商
店
街
や
市
場
が
ほ
ぼ
十
割

を
占
め
る
。
た
だ
し
そ
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
も
地

方
自
治
体(

県
・
市)

、
商
工
会
議
所
や
商
工
会
、

国
の
外
郭
機
関
が
ほ
ぼ
十
割
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降

特
に
顕
著
な
傾
向
と
し
て
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の

皆
さ
ま
は
「
週
末
」
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
。
オ

ン
と
オ
フ
の
境
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
三
百

六
十
五
日
二
十
四
時
間
「
自
由
」
な
私
で
も
、

平
日
は
来
る
か
来
な
い
か
分
か
ら
な
い
依
頼
や

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
の
緊
急
要
件
に
備
え
ね
ば

な
ら
ず
、
落
ち
着
か
な
い
日
々
を
過
ご
し
て
い

る
。
昼
酒
な
ど
当
然
楽
し
め
ぬ
。
一
方
で
土
日

く
な
り
復
活
さ
せ
た
い
と
い
う
希
望
を
頻
繁
に

耳
に
す
る
。

レ
ン
タ
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ど
こ
ろ
か
今
は
ネ
ッ
ト
で

映
画
を
観
る
時
代
。
し
か
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
ネ
ッ

ト
映
画
で
は
私
の
週
末
は
完
結
し
な
い
。
巨
大

ス
ク
リ
ー
ン
か
ら
の
、
生
ビ
ー
ル
。
そ
の
間
に

銭
湯
を
挟
む
こ
と
も
あ
る
。

街
な
か
に
映
画
館
、
そ
れ
も
二
本
立
に
名
画

座
な
ど
が
あ
る
街
は
そ
れ
だ
け
で
魅
力
満
点
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
周
り
に
は
必
ず
安
く
て

旨
い
酒
呑
み
処
が
あ
る
。

神
戸
新
開
地
に
は
二
本
立
て
映
画
館
が
二
館

も
屹
立
。
商
店
街
や
そ
の
周
辺
も
昼
呑
み
で
き

る
お
店
が
た
っ
ぷ
り
。
二
本
立
て
を
鑑
賞
満
喫

し
、
銭
湯
に
浸
か
り
、
生
ビ
ー
ル
や
ハ
イ
ボ
ー

ル
を
ヤ
リ
な
が
ら
串
カ
ツ
を
頬
張
る
。
一
日
満

喫
し
て
四
〇
〇
〇
円
も
掛
か
ら
な
い
、
自
由
業

者
ア
ヅ
マ
の
至
福
の
神
戸
週
末
で
あ
る
。

祝
は
解
放
さ
れ
る
。
気
分
も
高
揚
す
る
。
滅
失

し
て
い
た
は
ず
の
オ
ン
と
オ
フ
の
境
目
が
浮
か

び
上
が
る
。

そ
ん
な
週
末
の
私
の
楽
し
み
の
唯
一
が
、
映

画
館
で
あ
る
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
自
宅
鑑
賞
で
な
く
、

映
画
館
で
映
画
を
観
る
こ
と
で
あ
る
。

国
内
、
海
外
、
宇
宙
、
果
て
は
三
次
元
（
ア

ニ
メ
）
ま
で
。
何
も
考
え
ず
大
音
量
で
巨
大
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
仮
想
世
界
に
頭
を

空
っ
ぽ
に
し
て
身
を
ゆ
だ
ね
る
。
極
上
の
ひ
と

時
で
あ
る
。

学
生
時
代
は
映
画
館
で
映
画
を
観
る
こ
と
な

ど
な
か
っ
た
。
働
き
始
め
て
か
ら
映
画
（
館
）

鑑
賞
が
圧
倒
的
な
趣
味
に
。
二
十
代
の
頃
は
年

間
一
〇
〇
本
以
上
ス
ク
リ
ー
ン
で
満
喫
。
週
末

は
何
本
も
映
画
を
ハ
シ
ゴ
し
て
い
た
。

フ
リ
ー
稼
業
（
自
由
業
者
）
に
な
る
と
映
画

を
観
る
時
間
は
無
限
に
増
え
る
と
思
い
き
や
、

前
述
の
通
り
逆
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で

も
急
ぎ
の
仕
事
（
報
告
書
や
資
料
作
り
）
が
な

い
週
末
は
映
画
館
に
足
を
運
ぶ
。
こ
の
十
数
年

で
、
日
本
全
国
の
街
な
か
（
駅
前
や
商
店
街
）

か
ら
昔
な
が
ら
の
映
画
館
が
駆
逐
さ
れ
、
シ
ネ

コ
ン
に
移
行
。
そ
れ
も
街
な
か
で
な
く
郊
外
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
幅
を
利
か
せ
て
い
る
。

車
で
し
か
行
け
な
い
。
必
然
的
に
、
映
画
鑑
賞

後
に
ち
ょ
っ
と
一
杯
の
酒
が
吞
め
な
く
な
る
。

私
の
訪
問
先
で
も
、
映
画
館
が
街
な
か
か
ら
無

（
あ
づ
ま
・
と
も
は
る
）

東

朋

治

株
式
会
社
商
業
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
代
表
取
締
役

一
九
七
四
年
神
戸
市
長
田
区
生
ま
れ
。
製
鉄
工
場
勤
務
を
経

て
神
戸
新
長
田
地
区
の
震
災
復
興
に
十
年
以
上
従
事
。
二
〇

一
〇
年
大
阪
府
内
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
転
籍
。
二
〇
一
七
年

（
株
）
商
業
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
設
立
。

中
心
市
街
地
や
商
店
街
活
性
化
、
新
規
創
業
者
伴
走
支
援
や

空
き
店
舗
対
策
、
名
物
づ
く
り
、
被
災
商
業
地
域
の
復
旧
復
興
、

商
業
施
設
再
整
備
及
び
運
営
な
ど
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
活

動
中
。
趣
味
は
読
書
、
映
画(

館)

鑑
賞
、
そ
し
て
全
国
津
々

浦
々
の
訪
問
先
で
そ
の
地
の
皆
さ
ま
と
酒
を
酌
み
交
わ
す
こ
と
。
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